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■ 意見集計結果 

 

 令和２年２月１日から２月 28 日までの間、（つくば中心市街地まちづくり戦略（つくば

駅周辺基本方針）(案)）について、意見募集を行った結果、19 人（団体を含む。）から４８

件の意見の提出がありました。これらの意見について、適宜要約した上、項目ごとに整

理し、それに対する市の考え方をまとめましたので、公表します。 

 

 提出方法別の人数は、以下のとおりです。 

提出方法 人数（団体を含む。） 

  直接持参 ２人 

  郵便 ０人 

  電子メール １人 

  ファクシミリ ０人 

  電子申請 16 人 

     合 計 19 人 

 

 

■ 意見の概要及び意見に対する市の考え方 

 

○第１章（２）つくば駅周辺の中心市街地状況と変化 について 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

 １ 中心市街地まちづくりビジョンで

は、中心市街地を東西南北大通り

に囲まれたブロックとしていたが、

本方針では重点エリア・コアエリア

に限定したのはなぜか。「中心市

街地」とはどこか。 

１件 市は、中心市街地をつくば駅を

中心とした概ね東西南北大通りに

囲まれたエリアと定義しています。

「つくば中心市街地まちづくりヴィ

ジョン」では、中心市街地全体のま

ちづくりの方向性を示しましたが、

本戦略では、ヴィジョンに基づく持

続可能都市の早期実現に向け、

具体的なまちづくりを進めるエリア

を設定しました。頂いたご意見を踏

まえ、「３．（２）中心市街地まちづく

りの重点エリア及びコアエリアの設

定」に新たな記述を加えました。 

 

○第１章（５）つくば中心市街地まちづくり戦略（つくば駅周辺基本方針）とは について 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

 １ 「ビジョン」に続く「戦略」の作成

であれば、今後、つくば市が行う具

体的な事業・取組（予算の裏付け

１件 「３．中心市街地におけるまちづ

くりの基本方針」に示す「重点戦

略」（何に取り組むか）と「重点エリ
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も持つべき）、他機関・企業と連携

して行う事業・取組等との関連性の

説明が必要ではないか。現在の戦

略は、具体性に乏しく、行政として

具体的にどのように行動しようとし

ているのか何も理解できない。空

洞化するつくば市の中心市街地

は、企業・商業施設の誘致、土地

利用の誘導、市にできるソフト・ハ

ード施策などについて、関係機関・

企業、市民、議会などと地道に調

整・交渉を重ね、一つ一つ答えを

出さなければいけないときである。

実質的な戦略としての意味を持た

ないと思うので、具体的な事業、取

組との関連がわかるように発表して

いただきたい。 

ア」（どこで取り組むか）を整理し、

「４．実現に向けた施策展開」に概

ね今後５年間に市が先頭に立って

優先的に進める事業を「リーディン

グプロジェクト」に位置づけました。

「つくば中心市街地まちづくりヴィ

ジョン」に基づく持続可能と市の実

現に向け、「つくば中心市街地まち

づくり戦略（つくば駅周辺基本方

針）」をもとに、市が「リーディングプ

ロジェクト」に早急に取り組むこと

で、民間開発や市民主体のまちづ

くり活動の活発化など多様なまち

のプレーヤーとの連携や主体的な

活動を誘発してまいります。 

 ２ つくば中心市街地まちづくり戦

略とは、つくばの中心市街地が「ワ

クワクするまち」「訪れたくなるまち」

「誇れるまち」となり、つくばの周辺

地区のまちづくり運動までをもリー

ドし、プル・アップしていくための戦

略であるべき。 

１件 「つくば中心市街地まちづくりヴ

ィジョン」に基づく持続可能都市の

実現に向け、まちづくりの方針や具

体化に向けた取り組みを定めたも

のです。まちづくりの方針として、

「つくば駅周辺だけでなく、つくば

市全体の活力が生み出されるまち

づくり」を掲げております。 

３ 外見的な「活性化」にとらわれ

ず、地域資源の再確認と発掘、活

用を盛り込んだ本戦略について

は、概ね賛同できる。ただし、本件

は地域住民が場に抱く「愛着」があ

ってこそ実現し、持続性のあるもの

となると考える。そのため住民は、

場を創出するプレイヤーであり、利

用者であるという位置づけを加える

べきではないか。つくば市自体が

広い面積を持ち、分散化したそれ

ぞれの地域拠点があった上での、

中心市街地であるため、「徒歩圏

住民」、「自転車圏住民」、「公共交

通利用者」、「自家用車所有世帯」

など、各主体によって接する回数

１件 「５．戦略の推進に向けた市の考

え」において、市民とのパートナー

シップについて、市民と行政がパ

ートナーとして協働することが重要

であるという市の認識について記

述しております。 
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やニーズが異なるであろうことから、

距離によってその温度差が生じる

ことが心配の種であるが、中心市

街地と気負いすぎず「R８」のような

スタンスで、市民が共有出来れば

よいのではないか。 

４ エリアの中の取り組みだけが記

述されているが、だれのための戦

略なのか。エリア居住者のものであ

るか、電車で来街された方のもの

であるか、エリアでの取り組みを考

える一方で、このエリアにどのような

手段で人を集めるのか、その手段

をどのように提供するのか、モビリ

ティの観点を欠いている。 

１件 方針の１つに「つくば駅周辺だ

けでなく、つくば市全体の活力が

生み出されるまちづくり」を掲げ、

市内最大の交通結節点であるつく

ば駅周辺と市外や市内周辺部との

ア ク セ ス 強 化 を 図 る 取 組 方 針

（1-1-4 つくば駅周辺と市外・市内

周辺部のアクセスの強化）を記述し

ております。 

５ つくば市の目指す将来都市構

造における「中心市街地」の位置

づけに触れられていないのはなぜ

か。全体の中の部分であり、ハブア

ンドスポーク型都市構造の最重要

ハブに求められる機能と、基本方

針・プロジェクトとの関係がよく分か

らない。各方針・個別プロジェクト

と、SDGs との対応は示さないの

か。これを行うことで到達するゴー

ルがよく分からない。そもそも、これ

だけの内容を中心市街地だけに持

たせる必要がどれだけあるのか。

葛城地区や周辺市街地にその機

能があってもよいのではないか。 

１件 つくば市の目指す将来都市構

造については、「つくば市未来構

想」や「つくば市都市計画マスター

プラン」で示しているため、詳細の

記載は割愛いたしましたが、頂い

たご意見を踏まえ、「１．（４）市民が

求める中心市街地像」に新たに記

述を加えました。また SDGｓの各 17

のゴールとの関連性については、

「つくば市未来構想」と同構想の実

現に向けた「第２期戦略プラン」で

示しているため、詳細の記載は割

愛いたしましたが、「２．将来像とま

ちづくりのコンセプト」において、

「つくば中心市街地まちづくりヴィ

ジョン」を定めた考え方の背景につ

いて記述しております。 
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○第３章（1）2-2-2 ペデストリアンデッキ沿道の賑わいあふれる街並みの誘導について 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

 １ 市街中心部のペデストリアンデッ

キに接する建造物のペデストリアン

デッキに面する階は商業施設また

は公共施設を入れることを義務化

するべきではないか。 

１件 「３．（１）中心市街地まちづくりの

基本方針」の「２－２－２ペデストリ

アンデッキ沿道のにぎわいあふれ

る街並みの誘導」に市の考えを示

しております。誘導方法について

は、今後検討を進めてまいります。 

○第３章（1）2-2-3 自転車が快適に利用できる環境整備の推進について 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

 １ 生活者としての自転車利用者に

も向けたサービスとして、自転車コ

ミュニケーションプラットホーム／自

転車整備ステーションの設置を提

案する。これは、ここを居場所とし

て、市民が、自転車の修理・整備

等のトレーニング、自在・安全・安

心な市民交通手段のあり方を学ぶ

場であり、ペデストリアンデッキに面

して、このステーションを設置するこ

とで、楽しく賢い自転車利用による

健全なまちづくりの要の一つになる

のではないか。 

１件 重点戦略では、取り組みの方向

性を記述しております。具体的な

取り組みについては、引き続き検

討していきます。 

○第３章（1）4-1-4 つくば駅周辺と市内周辺部のアクセスの強化について 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

 １ 公共交通機関や市民の交通手

段として、バスやマイカーしか想定

されていないが、コンパクトシティ・

スマートシティの観点からも有用で

あることから、現時点では過大な投

資となるが、魅力的なまちづくりを

進めるため、モノレール、地下鉄、

LRT などの新たな公共交通機関の

導入を検討するべきではないか。 

１件 市では「環境モデル都市行動計

画（つくば環境スタイル”SMILe”）」

（平成 26 年 4 月）の取組の一つと

して、まちづくりと一体となった新た

な交通システム（BRT や LRT）の導

入について検討してきましたが、多

くの課題があり、具現化には至りま

せんでした。しかしながら、近年の

交通に関する技術革新は自動運

転等、めざましいものがあることか

ら、新たな交通手段については、

引き続き検討していきます。 

○第３章（２）中心市街地まちづくりの重点エリア及びコアエリアの設定について 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

 １ 市の発展や居心地の良さ住み

やすさにもっとも直結するコアエリ

１件 「３．中心市街地におけるまちづ

くりの基本方針」に示す「重点戦
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アに人の流れを向ける必要があ

る。現在コアエリアに人が向かわな

い理由としては、まず、行く必要が

ないからである。市は、コアエリアに

人が行く必要性を上げる取組を行

うべきではないか。例えば、バスの

ターミナル化（必ずセンターで乗り

替 え な け れ ば い け な い よ う に す

る）、つくばセンタービルや Bivi に

市役所の窓口設置などが考えられ

る。また、世界でここにしかない空

間を創出することも必要である。例

えば、美術館と図書館の規模を倍

にし、美術館については水戸芸術

館や 21 世紀美術館のように、市外

からも多くの来客を呼べるような先

端的な運営に大きく変える。図書

館については、仙台メディアテーク

のように種々の講演イベントなどを

開催できるようなコミュニティースペ

ースにする。中 央 公 園について

は、他にない大規模遊具の設置

し、遊べるようにすることや市民ギャ

ラリーを「センスのある」民間業者を

選定し、カフェなどにすること、公

園とエキスポセンター・図書館を分

断しているペデを改修し公園の一

部とすることなどが考えられる。 

略」（何に取り組むか）と「重点エリ

ア」（どこで取り組むか）を整理し、

「４．実現に向けた施策展開」に概

ね今後５年間に市が先頭に立って

優先的に進める事業を「リーディン

グプロジェクト」に位置づけ、コアエ

リアの拠点性を高めていきます。行

政窓口設置や中央公園について

は、リーディングプロジェクトを進め

る際に、参考とさせていただきま

す。また、その他の取組アイデアに

ついてもご意見も踏まえ、今後の

参考とさせていただきます。 

○第４章（１）プロジェクト１ つくばセンタービルリニューアルについて 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

 １ 市民が活動できる生涯学習セン

ターをつくばセンタービルに整備し

てほしい。 

つくば市生涯学習指導者としてた

くさんのプロ、セミプロの方が登録

されており、つくば市出前講座、つ

くば人間学講座などを生涯学習セ

ンターで集約して開催することで住

民により使いやすい形で提供され

ることが期待される。生涯学習セン

ターは、時間に余裕のあるリタイア

１件 ４．（１）リーディングプロジェクト

のプロジェクト１において、「市民サ

ービスを高めるため、現在のセンタ

ービルに入居する吾妻交流センタ

ーや市民活動センターなどの公共

施設の配置の見直しや機能向上

を図る」と掲げています。頂いたご

意見はリーディングプロジェクトの

検討を進めるにあたり、今後の参

考とさせていただきます。 
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世代などにも関心が高く、地域に

根差した住民の社会参加を促進

することも期待される。生涯学習セ

ンターを整備することにより、住民

が継続的につくばセンターに足を

向けるきっかけを形成し、近隣の商

業施設での飲食等の消費活動の

増加やリタイア世代の外出・生涯

学習という生活習慣を生むことで、

健康年齢維持、医療費削減にも寄

与するのではないか。つくばセンタ

ーは、電車やバスで通える交通拠

点でもあるため、公共交通の利用

促進も期待され、後期高齢者が免

許返納を選択する一助になること

も期待されるのではないか。 

また、運営方法は、各地区の交流

センターのようなアナログの利用方

法でもそれなりに活用されているか

とは思うが、先進都市つくばらしく、

デジタルに使いやすい運営を提供

してほしい。 

 ２ 市民が主役で活動するまちに向

け「つくばセンタービル１階全体」を

『みんなでまちづくりセンター』にす

る 

今、つくば市が取り組んでいる

SDGｓで、ゴールとされていることが

持続可能社会の実現だと解釈して

おり、これは中心も周辺も関係なく

取り組むテーマであるとも考える。

市民活動センターに登録している

団体（NPO 法人、ボランティア団体

など）、約 150 団体はすべて SDGｓ

17 のゴールに向けた活動を行って

おり、これらの活動は共生社会の

実現でもある。持続可能社会の実

現に向けた担い手の主役は市民

の参加なしには考えられない。セン

タービルに来れば、その活動状況

が実感として分かるようになれば、

１件 頂いたご意見については、リー

ディングプロジェクトの検討を進め

るにあたり、参考とさせていただき

ます。 
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大きなつくばブランドになり得ると

考える。実現に向けた市民が主役

になるべき機能として、①市民活動

団体へのサポート機能と連携への

コーディネート機能、②全ての市民

が参画できる社会の実現に向けた

サポート機能（男女協働参画活動

含む）、③子どもの育成相談機能、

④国際交流へのサポート機能、⑤

文化芸術活動へのサポート機能

（市民ギャラリーの運営など）、⑥生

涯学習機能（地域交流センター機

能を含む） 

⑦誰もが交流できる機能（交流の

ための居場所）として複数の会議

室、ロビーなどを備えた『みんなで

まちづくりセンター』を提案する。 

なお、ハード面の考え方としては、

上記の機能を持つ場所としては、

センタービル 1 階（通路面含む）の

全面積を使えば実現可能であり、

市民ギャラリーをセンタービル内に

設けることで、現県営美術館の機

能の大半が移ることになり、現美術

館跡を狭すぎる今の図書館の拡充

に使えるのではないか。 

 ３ センタービルリニューアルにあた

っては、ぺデからの視認性が最も

問題であり、ぺデと面した部分全

体を階段にして斜めに見えるように

改修し、そのつながった空間を芝

などで緑化することやつくばセンタ

ービルもしくはセンター広場か Bivi

に駅の出入り口を作るべきではな

いか。なぜなら、他の多くの都市を

眺めると、人が自然と集まるのは自

然が近くに存在する場所である。

つくばセンターには自然が少ない

ので、くつろいだ気持ちになりにく

い。 

１件 頂いたご意見については、リー

ディングプロジェクトの検討を進め

るにあたり、参考とさせていただき

ます。 

 ４ つくばセンタービルリニューアル １件 ４．（１）リーディングプロジェクト
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にあたっては、商業業務機能と住

民票や印鑑証明等が受けとれる市

役所出張所をいれてはどうか。 

のプロジェクト１において、「市民サ

ービスを高めるため、公共施設の

配置の見直しや機能向上と合わせ

て、行政窓口等の新たな公共施設

導入についても検討すること」を実

施事項に掲げています。頂いたご

意見はリーディングプロジェクトの

検討を進めるにあたり、今後の参

考とさせていただきます。 

 ５ つくばセンタービル（アイアイモ

ール）について 

若い人や面白い人を集めるため

に、科学オタクに一坪テナントとし

て貸し出すことや筑波大学の研究

グループに開放して、ショールーム

化し、フォーラムなどで普段からロ

ボットが動いている様子を見てもら

えるようにしてほしい。 

１件 頂いたご意見については、リー

ディングプロジェクトの検討を進め

るにあたり、参考とさせていただき

ます。 

 ６ 「住民が主役」となる「つくばセン

タービル 1 階並びに広場」の再構

築の提案 

市民が日頃から集い、「市民力

とソーシャル・キャピタル」の向上に

寄与し、「つくば市のシンボル」とな

るよう、つくばセンタービル１階（ア

イアイモール）と広場を、「つくば市

役所コミュニティ棟」のような市民の

居場所にするべきである。 

広場については、広場に面した

センタービルの各室から大きな庇

を張り、音楽を流すことで、自由な

語らい、団らんの場となるのではな

いか。また、アイアイモールについ

ては、つくば市民活動センターを

拡充し、つくば市民の健康・福祉

等の相談室やキッズスペース、「市

民の学食」のようなカフェ・レストラ

ンを設け、椅子や小さなテーブル

が並べることで市民の居場所、市

民の誇り、つくば市のシンボルとな

るのではないか。 

１件 頂いたご意見については、リー

ディングプロジェクトの検討を進め

るにあたり、参考とさせていただき

ます。 
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○第４章（１）プロジェクト２ つくばセンター広場リニューアルについて 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

 １ 「住民が主役」となる「つくばセン

タービル 1 階並びに広場」の再構

築の提案 

 市民が日頃から集い、「市民力と

ソーシャル・キャピタル」の向上に

寄与し、「つくば市のシンボル」とな

るよう、つくばセンタービル１階（ア

イアイモール）と広場を、「つくば市

役所コミュニティ棟」のような市民の

居場所にするべきである。 

 広場については、広場に面した

センタービルの各室から大きな庇

を張り、音楽を流すことで、自由な

語らい、団らんの場となるのではな

いか。また、アイアイモールについ

ては、つくば市民活動センターを

拡充し、つくば市民の健康・福祉

等の相談室やキッズスペース、「市

民の学食」のようなカフェ・レストラ

ンを設け、椅子や小さなテーブル

が並べることで市民の居場所、市

民の誇り、つくば市のシンボルとな

るのではないか。 

１件 頂いたご意見については、リー

ディングプロジェクトの検討を進め

るにあたり、参考とさせていただき

ます。 

 ２ つくばセンター広場の改修につ

いて 

つくばセンター広場で活動する

中で感じた課題から、「モニュメント

プラザとフォーラム全体を覆う大屋

根の設置」、「照明の設置」、「音響

・音響オペレーターの設置」、「スポ

ット暖房」、「機材運搬動線改良の

ためモニュメントプラザの滝部分に

車寄せスペース設置」等の大きな

改造工事やイベントを実施しやすく

する人材の配置が必要ではない

か。これにより、天候や時間帯に関

わらず各種イベントをマンパワーや

予算の無いボランティア組織でも

開催できるようにすることでセンタ

１件 頂いたご意見については、リー

ディングプロジェクトの検討を進め

るにあたり、参考とさせていただき

ます。 
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ー地区の活性化に寄与することが

できるのではないか。 

３ イベントの場が分散していて、そ

の情報を得るのにも一苦労する。

つくばセンター広場での催しです

ら、ペデストリアンからは目に入ら

ず道を歩いていれば、自然と情報

が目に入るという作りになっていな

い。たとえば、つくばセンター広場

を俯瞰で映すカメラを用意し、それ

がペデストリアンから大型テレビな

どで見られるようにするのはいかが

か。 

１件 頂いたご意見については、リー

ディングプロジェクトの検討を進め

るにあたり、参考とさせていただき

ます。 

 

○第４章（１）プロジェクト４ 地域と連携したパブリックスペースの活用ついて 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

 １ アルスとエキスポセンター間に位

置する民有地の活用に向けた所

有者への働きかけ、あるいは土地

購入の検討を提案する。 

この土地は昨年、つくば VAN 泊に

使われていたが、中心市街地であ

りながら長く塩漬け状態になってい

る。活用案は、この土地を東西に

分け、東側をアルスの駐車場とし

て、西ペデストリアン側にカフェや

レストラン、コンビニなどの店舗を誘

導することはいかが。そうすること

で、アルスへの車での利用者に対

する利便性の向上に加え、中央公

園を含むペデストリアンデッキの賑

わいや滞留性の向上など、周辺の

魅力を高めることができるのではな

いか。 

１件 ３．（２）中心市街地まちづくりの

重点エリアにおいて、「重点エリア

内で土地利用転換が見込まれる

公有地や民有地についても、市は

土地利用転換のタイミングを的確

に捉えて周辺に配慮し、まちづくり

の方針と合致した開発計画となる

よう働きかけていきます。」と掲げて

います。頂いたご意見は今後の参

考とさせていただきます。 

 

○第４章（１）プロジェクト５ 中央公園リニューアルついて 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

 １ 中央公園リニューアルに関して 

つくば美術館のリニューアルも踏

まえ、「おかざき世界子ども美術博

物館」の親子造形センターのような

１件 茨城県つくば美術館は、美術普

及活動の充実と県南・県西地域で

本格的な展覧会を開催できる美術

館として展示室の開放等が行われ
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施設が駅近くにあると子育て世代

で賑わいを作れると思う。また、そ

の際には、つくば市ならではの科

学技術を使った造形施設などもあ

ると特色が出て良いと思う。 

「おかざき世界子ども美術博物館」

の造形センターのような施設は、子

供の想像力を育むし、それが最新

の技術へとつながっていくので、最

新技術を全面に出しているつくば

市にふさわしいのではないか。この

ような施設ができることにより、つく

ば市に不足している文化的な側面

を補うとともに、新たな雇用なども

生み出すことができる。 

ているところです。中央公園と図書

館、美術館の連携も含め、頂いた

ご意見については、リーディングプ

ロジェクトの検討を進めるにあたり、

今後の参考とさせていただきます。 

 

○第４章（１）プロジェクト６ 官民連携によるエリアマネジメントの推進ついて 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

 １ エリアマネジメント団体の詳細は

別途検討されると思うが、地域住

民自身がプレイヤーとなれば、「自

分たちの大切な場所」という意識が

芽生え、持続可能となるため、企

画者として参入できる仕組みやハ

ード的な部分について改善点を提

案し、共有できる総会的な場が必

要ではないか。そうすることで、中

心市街地で様々なイベントを企画

している事業所や NPO・市民など

の実施者が抱える建物や保管庫、

駐車場などのハード面の不足部分

について協議を重ねて改善してい

くことができるのではないか。 

１件 頂いたご意見については、リー

ディングプロジェクトの検討を進め

るにあたり、参考とさせていただき

ます。 

 ２ エリアマネジメント設立団体の運

営について 

公開性・透明性を担保し、市民

が評価に参画する組織構成を行う

よう望む。社会環境は時の流れとと

もに変容していくので、組織運営も

継続的でありながら流動的であるこ

とが必須であり、持続あるまちづくり

１件 頂いたご意見については、リー

ディングプロジェクトの検討を進め

るにあたり、参考とさせていただき

ます。 
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実現に向け、その対応も盛り込ん

でほしい。 

 ３ 官民連携のまちづくりの官民連

携の「民」は「市民」を指すのか。文

脈からは民間事業者を指している

ように察するが、疑う余地なくこれ

からは市民の強い関わりが重要に

なるのではないか。 

１件 「５．戦略の推進に向けた市の考

え」において、市民とのパートナー

シップについて、市民と行政がパ

ートナーとして協働することが重要

であるという市の認識について記

述しておりますが、今後プロジェクト

の各段階に応じて多くの市民が主

体的に参画できる機会を設けるこ

とを検討していきます。 

○第４章（１）プロジェクト８ つくばの玄関口のおもてなし機能向上ついて 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

 １ 「プロジェクト 8 つくばの玄関口

のおもてなし機能向上」の実施事

項として、「サイクリスト向けサービ

スの向上による市内の回遊促進」

があるが、サイクリストだけでなく、ラ

ンナーや、ウォーキング、または筑

波山や宝筐山への登山者などを

合わせて、もてなす機能を持つべ

きではないか。具体的には、つくば

駅周辺にシャワー施設や、更衣

室、ロッカー施設を増やせば、飲

食に立ち寄る方も多くなり、持続的

な発展に繋がると考えるので、検

討してほしい。 

１件 日本を代表し、世界に誇りうるサ

イクリングルートとして国内外にＰＲ

を行い、サイクルツーリズムを強力

に推進していく「ナショナルサイク

ルルート」として国から「つくば霞ヶ

浦りんりんロード」が指定された機

運をさらに高めるため、実施事項と

して項目に挙げました。頂いたご意

見については、リーディングプロジ

ェクトの検討を進めるにあたり、今

後の参考とさせていただきます。 

 ２ 「つくば市」の顔となる場所なの

で、外国人や障がい者、来街者、

もちろん市民にも優しいまちづくり

として、段差をなくして、車いすでも

スイスイ歩けることやたくさんのベン

チ、看板（案内板）などがあることが

必要ではないか。 

１件 これまで、つくばエクスプレス開

業に合わせて、「第１期都市再生

整備計画」において、人にやさしい

歩行者空間の再整備としてベンチ

の設置や案内板整備等を進めて

まいりました。「３．（１）中心市街地

まちづくりの基本方針」における方

針２「まちの特徴・資源をいかした

視点」に、「ペデストリアンデッキや

公園・広場に、ユニバーサルデザ

インに配慮した人が憩える空間や

滞留できる空間を創出する」と掲げ

ており、今後の再整備にあたって

は引き続き、配慮し取り組んでまい
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ります。 

 

○第５章戦略の推進に向けた市の考えついて 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

 １ 以前、県知事が「（つくば市を）e

スポーツの聖地にしたい」と述べて

いることや、TM ライナーの大増便

を実施していることから県はつくば

市に高い関心を持っていると思う

ので、これからはより一層、県と協

力していく必要があるのではない

か。 

１件 「５．戦略の推進に向けた市の考

え」において、多様な主体とのパー

トナーシップについて、多様な主体

と互いに連携することが必要である

という市の認識について記述して

おります。今後も茨城県とは、密に

連携を図ってまいります。 

 ２ このような案を実現に向けて実

行する際に、まず重要なのはコミュ

ニケーションである。どのような案で

あっても、それが実現される過程に

おいて、関係者、各ステークホルダ

ーの協力が必要となる。その際に

必要になるのは、おおまかな方向

性において、なぜ、どのように、ど

のくらいの期間で、実現させようとし

てるのかについての納得が重要で

あり、この納得感をどう作るのかが

鍵になると考える。検討の過程で

実行できなかったことに関しても、

最低限納得できる情報は出すべき

ではないか。 

１件 「５．戦略の推進に向けた市の考

え」において、多様な主体とのパー

トナーシップや市民とのパートナー

シップについて、市の認識につい

て記述しておりますが、今後プロジ

ェクトの各段階に応じて多くの市民

が主体的に参画できる機会を設け

るためにも必要な情報の公開・提

供に努めてまいります。 

 ３ 多くの案について、行政が案を

出し、それを住民が受け入れるか

どうか検討するという構造になって

いるのが気になる。計画段階から

案が公開され、適宜住民からの案

がフィードバックされて、最終的な

計画が出来上がれば、住民の側に

も自分たちが作った案という気持ち

が生まれるのではないか。ハッカソ

ンやアイデアソンのような共創の場

を通じて、住民の意見を元に場を

作れば、それは住民の強い納得に

つながるのではないか。 

１件 「５．戦略の推進に向けた市の考

え」において、市民とのパートナー

シップについて、市民と行政がパ

ートナーとして協働することが重要

であるという市の認識について記

述しておりますが、今後プロジェクト

の各段階に応じて多くの市民が主

体的に参画できる機会を設けるこ

とを検討していきます。 
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○その他（まちづくり全般について）ついて 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

 １ センタービルもしくは元西武内な

どつくば駅から周辺マンションに帰

る途中に立ち寄ることができる場所

に大型スーパーではなく、魚店、肉

屋、八百屋、豆腐屋、パン屋、お

惣菜屋などの小売店を連ねた商店

街を整備することで、そこを通れば

夕食の買い物が揃ってしまうような

帰り道があると需要ができるのでは

ないか。また、スーパーのおかげで

経営が悪化している小売店救済に

もなるのではないか。 

１件 頂いたご意見については、今後

の参考とさせていただきます。 

 ２ センタービルもしくは元西武内に

「商店街」を整備するほか、競合し

ないような違う場所（閉店が多く、

心配なキュート）にちょっとお洒落

なスーパーを誘致するべきではな

いか。つくばの市民は食にこだわる

人が多いので、需要は高いのでは

ないか。特に「成城石井」は取手駅

にあることから、つくばに誘致する

のは容易ではないか。 

１件 頂いたご意見については、今後

の参考とさせていただきます。 

 ３ つくば市内には多くの音楽家を

初め楽器を教える教室、芸術を楽

しむ愛好家も存在し、音楽家や楽

器を学ぶ生徒が気軽に気持ちよく

使える小ホールと練習室を建設す

ることで、芸術水準が上がるのでは

ないか。市民の演奏会、発表会に

は、ノバホールは広すぎるため、ア

ルスホール、ノバ小ホール、カピオ

など音楽演奏を想定していない施

設を利用しているところ。近隣の土

浦市、牛久市、竜ケ崎市には、総

合的なホールがあるが、つくば市

には無いことがとても残念である。 

１件 頂いたご意見については、今後

の参考とさせていただきます。 

 ４ つくばは車社会のため、夜の外

食がしずらい。コミュニティーバスの

夜間利便性確保や大人が楽しめ

１件 頂いたご意見については、今後

の参考とさせていただきます。 
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る場所をつくることで、中心部に人

々がもっと行き交い、精神的にも豊

かになるのではないか。 

 ５ 都市交通センターの管理する集

中駐車場の利用料金について 

イベント関係者、観客のために、

条件付きで無償化若しくは最大料

金を 500 円になるように市民の税

金を使わずに人的な努力で対応し

てほしい。 

１件 頂いたご意見については、今後

の参考とさせていただきます。 

 ６ 持続可能都市の実現に向けて

「さよなら車優先社会」をリードす

る、ペデストリアンデッキを軸とした

まちづくりの提案 

人と人が出会い、超高齢社会に

対応する居場所空間を提供するた

め、中心市街地に繋がる 28 キロに

もわたるペデストリアンデッキに、た

くさんのベンチを置き、ペデ沿い

に、本屋さん、駄菓子屋さん、パン

屋さんなどを誘致してほどうか。ま

た、ペデストリアンデッキ里親制度

を設けることにより、ペデ沿いの住

民による小さなイベントや、読書

会、茶 話会 、花 いっぱい運 動な

ど、市民生活の「足下」から、住民

主体のまちづくりを進めることがで

きるのではないか。 

１件 「３．（２）中心市街地まちづくりの

重点エリア」において、重点エリア、

コアエリアを設定した背景に、ペデ

ストリアンデッキを骨格としたまちづ

くりにいかすという考えがあります。

頂いたご意見については、今後の

参考とさせていただきます。 

 ７ 防災機能の向上に資することを

目的としたつくば市無電柱化条例

が適用されているつくば駅周辺に

関しては、防災拠点になり得る施

設への電力ネットワークの強靭化

の検討が必要ではないか。 

１件 電力供給ネットワークをはじめと

した生活を支える重要インフラ等の

機能維持は、重要な視点であるた

め、頂いたご意見については、今

後の参考とさせていただきます。な

お、頂いたご意見を踏まえ、「３．

（２）中心市街地まちづくりの重点

エリア」に新たに記述を加えまし

た。 

 ８ つくば中央署は、つくば北署と

統合され、つくば署ができ、つくば

北署はつくば北警察センターとし

て残ると聞いた。学園都市の住民

１件 市役所や窓口センターのような

行政サービスの窓口機能について

は、「４．実現に向けた施策展開」

における「プロジェクト１つくばセン
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には、つくば署は少し遠いように感

じるし、研究学園駅周辺の地区に

は市役所、各周辺市街地には窓

口センターがあるが、中心市街地

にはそのような施設はないことか

ら、不便に感じることがあるので、

学園都市に初期から存在する貴重

な建造物であるつくば中央署を再

活用しこれらの施設を整備したほう

が良いのではないか。 

タービルリニューアル」に記載して

いるとおり、その必要性は認識して

おり、検討していきます。 

 ９ かつて、筑波研究学園都市は、

新しいものづくしだったと思うが、今

日では、インフラの老朽化などが指

摘され、必ずしも新しいものづくし

ではなくなったと思う。無理に最新

を追うのではなく、約 50 年かけて

作られた独特の風土を「文化」とし

て広く認め、継承していく必要があ

ることやこのような都市の成り立ち

に興味をもっている観光客もいるこ

とから学園都市の歴史などを後世

に伝える施設などを整備すべきで

はないか。 

１件 頂いたご意見については、今後

の参考とさせていただきます。 

 10 つくばの特徴的なものの１つに、

公務員宿舎が挙げられるが、個人

の住宅である、国などの所有物で

あるなどの理由からか、これまでは

機械的に売却され、解体されるば

かりだったと思う。しかし、研究所と

ともに建設され、数年前までは場

所を宿舎の番号でよく説明してい

たほど、学園都市に欠かせなかっ

たものであったし、一般的な団地な

どとは似ているようで似ていない景

観も観光資源になりうると思うの

で、公務員宿舎は市が関与した上

で住宅はもちろん、交流施設や宿

泊施設などとして活用することも検

討したほうが良いのではないか。 

１件 緑豊かでゆとりある国家公務員

宿舎はつくばらしい街並みの形成

に大きく寄与していると考えていま

す。国家公務員宿舎については、

国有財産であることから法令等に

おいて処分手続き等が定められて

おり、活用検討には一定の制約が

ある状況です。頂いたご意見は今

後の参考とさせていただきます。 

 11 中心市街地には、若者があまり

集まらないように感じる。そこで、若

１件 頂いたご意見については、今後

の参考とさせていただきます。 
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者が集まり、かつあまり治安を悪化

させないものとして、映画館があっ

た方が良いのではないか。民間の

施設のため市が関与することは難

しいと思うが、クレオの 6 階には小

規模な映画館の施設もある。 

 12 10 年後につくばエクスプレスの８

両化対応が完了する予定となって

いるが、地下空間整備による周辺

の一体化など、連携した取り組み

が見えない。 

中心市街地の観点から駅の改良

設計に働きかけ、さらに市事業など

で抜本的ハード対策の取り組みは

行わないのか。 

１件 地下にある鉄道駅、地上、ペデ

ストリアンデッキの３層構造になっ

ている駅前空間については、動線

上の課題として認識しています。本

戦略では、概ね５年間に市が先頭

に立って優先的に進める事業を「リ

ーディングプロジェクト」として記述

しております。地下空間整備につ

いては、既存の地下構造物や建設

費等の観点も含め、頂いたご意見

については、今後の参考とさせて

いただきます。 

 13 車道空間の削減・道路空間再

配分による歩行者空間や公共交

通空間の創出への言及がないこと

には失望した。いつまで大量の自

動車交通前提の市街地を前提と

するのか。 

１件 つくば駅周辺は、ペデストリアン

デッキと大小の公園・広場等のパ

ブリックスペースが整備されている

ことからこれらをいかした取組を進

めていきたいと考えております。ま

た、国土交通省が募集するウォー

カブル推進都市の趣旨に賛同し、

「居心地が良く歩きたくなるまちな

か」へと整備していくために、国内

外の先進事例の情報共有等を進

めています。自動車との共存を図り

ながら、歩行者と公共交通に優し

いまちづくりの実現に向け、頂いた

ご意見については、今後の参考と

させていただきます。 

 14 実現される案は、さまざまな目を

通して、粗がとれて美しい案になっ

ていると思うが、街は、雑多なもの

が混りあって、初めて形成される。

雑多な状況を実現するためには、

それ相応の仕掛けが必要となるこ

とから、たとえば飲食店であれば、

店舗面積を小さく、比較的安価な

１件 頂いたご意見については、今後

の参考とさせていただきます。 
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場所にして、入れ替わりが発生す

るように考えるのも一案ではない

か。 

15 過去の都市計画において、駅前

の空間が広く取られすぎてしまって

いると思うので、都市計画家ヤン・

ゲールが言うように、思い切って距

離を縮めることが必要ではないか。

たとえば BiVi と Q't の間の道路を、

思い切って歩行者専用道とし、そ

こに、常時屋台やカフェなどの出

店が並んでいるようにすることで、

常に人通りのある場にすることがで

きるのではないか。 

１件 つくば駅周辺は、ペデストリアン

デッキと大小の公園・広場等のパ

ブリックスペースが整備されている

ことからこれらをいかした取組を進

めていきたいと考えております。ま

た、国土交通省が募集するウォー

カブル推進都市の趣旨に賛同し、

「居心地が良く歩きたくなるまちな

か」へと整備していくために、国内

外の先進事例の情報共有等を進

めています。自動車との共存を図り

ながら、歩行者と公共交通に優し

いまちづくりの実現に向け、頂いた

ご意見については、今後の参考と

させていただきます。 

 

○その他（まちづくり全般について） 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

 １ 案として提示されている内容に

ついては、概ね賛成であるが、「２．

将 来 像 とまちづくりの コンセプ ト

（p5）」と「３．中心市街地におけるま

ちづくりの基本方針（p6）」を市民に

とって分かりやすくするため、ヴィジ

ョンごとの基本方針が分かるように

整理し、３つのヴィジョンにタイトル

を付けてはどうか。タイトルの案は、

「リラックス  RELAX ×  遊び心 

FUN 魅力と驚きが散りばめられ、

訪れたくなるまち」は、「Ⅰ中心街

の資源・ロケーションを活用した賑

わいのまち（中央公園  ペデ広場 

センター広場 大清水公園を結ぶ

地 域 ） 」 、 「 科 学 技 術 の 恩 恵 

Science Technology × 新たな価

値の創発  Innovation  科学技術

が日常に溶け込み、イノベーション

が生み出されるまち」は、「Ⅱ 科学

１件 つくば駅周辺の中心市街地のま

ちづくりを進めるにあたり、WEB ア

ンケートやオープンハウス、シンポ

ジウムなどを実施し、様々なアイデ

アをいただきました。皆さまから頂

いたアイデアをもとに「中心市街地

がこんなまちになる、中心市街地を

訪れるとこんなことが出来る」という

イメージをまとめたものが中心市街

地まちづくりヴィジョンです。ヴィジ

ョンは３つの要素に集約したところ

ですが、これらの３つの要素は、ヴ

ィジョンに基づく持続可能都市の

実現方策にどれも欠かせないこと

から、戦略の方針は３つの要素を

すべて踏まえた内容と考えており、

現在の表現にまとめました。ご理解

いただけますと幸いです。 
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技術が市民を豊かにするまち（エ

キスポセンター及びその周辺）」、

「ローカル Local × 持続可能性 

Sustainability  地域に根差した持

続可能なまち」は、「Ⅲ 市民が主

役で活動するまち（センタービル 1

階全体）」としてはいかが。 

 ２ 現状・課題・実施事項でプロジェ

クトを記述しているが、現状（問題）

と、課題（問題が生じている原因）

が十分に整理されていない。また

課題を解決する手段が実施事項

になるはずが、課題と実施事項の

関連性がおかしいものがある。問

題・課題・施策の関係について深

掘りし、論理的な整理ができていな

いのではないか。実施事項を行うこ

とで、課題が解決されるのか、逆側

から検証するべき。 

１件 頂いた意見を踏まえ点検を行

い、「プロジェクト イノベーション拠

点の創出」の課題と実施事項の記

載を修正しました。 

３ プロジェクトが列記されている

が、事業着手時期・事業期間・事

業完了時期・事業費・事業主体・

目指す姿を具体的に示さないと実

現可能性が全く見えない。具体的

な点への言及がないこの内容であ

れば三ヶ月程度で出せたのではな

いか。他都市と比べても、事業立

案・実行の速度が遅いと感じる。 

１件 「３．中心市街地におけるまちづ

くりの基本方針」に示す「重点戦

略」（何に取り組むか）と「重点エリ

ア」（どこで取り組むか）を整理し、

「４．実現に向けた施策展開」に概

ね今後５年間に市が先頭に立って

優先的に進める事業を「リーディン

グプロジェクト」に位置づけました。

「つくば中心市街地まちづくりヴィ

ジョン」に基づく持続可能と市の実

現に向け、「つくば中心市街地まち

づくり戦略（つくば駅周辺基本方

針）」をもとに、市が「リーディングプ

ロジェクト」に早急に取り組むこと

で、民間開発や市民主体のまちづ

くり活動の活発化など多様なまち

のプレーヤーとの連携や主体的な

活動を誘発してまいります。 

４ この戦略の文章から、市民の生

活している姿が感じ取れない。一

日の時間帯毎、１週間の曜日毎、

季節毎、年代ごとのニーズ、求めら

１件 各プロジェクト推進にあたり、様

々な市民参加を設けたいと考えて

おります。頂いたご意見は、市民参

加の機会等の検討にあたり、今後
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れる姿などが想像できるようにでき

ないか。各プロジェクトがそれらに

どう寄与するか、いつ、どのような

方に寄与するのか、例示してほし

い。 

の参考とさせていただきます。 
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■ 修正の内容 

 

○ 項目名の変更 について 

修正前 修正後 

１．はじめに 

２．将来像とまちづくりのコンセプト 

３．中心市街地におけるまちづくりの基本

方針 

４．実現に向けた施策展開 

５．戦略の推進に向けた市の考え 

第１章 つくば中心市街地まちづくり戦略

（つくば駅周辺基本方針）とは 

第２章 将来像とまちづくりのコンセプト 

第３章 中心市街地におけるまちづくりの

基本方針 

第４章 実現に向けた施策展開 

第５章 戦略の推進に向けた市の考え 

※パブリックコメントによるものではありませんが、語句を修正しました。 

 

○ 第１章 （４）つくば市が求める中心市街地像 について 

修正前 修正後 

○市議会においても、「つくば中心市街

地まちづくり調査特別委員会」が平成

31 年２月に設置され、活発な議論を経

て、中間報告が 12 月に取りまとめられ

ました。 

○市議会においても、「つくば中心市街

地まちづくり調査特別委員会」が平成

31 年２月に設置され、活発な議論を経

て、中間報告が令和元年 12 月に取りま

とめられ、令和２年３月には、市の戦略

案に対し、提言がありました。 

○なお、本戦略は、つくば駅周辺の中心

市街地を対象としますが、「つくば市未

来構想」で定めた「田園都市ゾーン」に

おいて「つくば中心市街地地区」と並ん

で、特に重要となる拠点としてあげられ

ており、副都心としてのまちづくりを進め

ることとされている「研究学園駅周辺地

区」とは、連携してまちづくりを進めてい

きます。 

○なお、本 戦 略 は、 「つくば市 未 来 構

想」、「つくば市都市計画マスタープラン

2015」、「つくば市立地適正化計画」を踏

まえ、つくば駅周辺の中心市街地を対

象としますが、「つくば市未来構想」で定

めた「田園都市ゾーン」において「つくば

中心市街地地区」と並んで、特に重要と

なる拠点としてあげられており、副都心と

してのまちづくりを進めることとされている

「研究学園駅周辺地区」とは、連携して

まちづくりを進めていきます。 

※一部は、パブリックコメントによるものではありませんが、語句を修正しました。 
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○ 第３章 （１）中心市街地まちづくりの基本方針 について 

修正前 修正後 

方針１ まちづくりの課題を科学技術で解

決する世界のモデルとなるまち

づくり 

方針２ つくばにしかない街並みや体験を

提供するまちづくり 

方針３ イノベーションを誘発することで新

たなビジネスが生まれるまちづ

くり 

方針４ つくば駅周辺だけでなく、つくば

市全体の活力が生み出される

まちづくり 

方針１ つくば駅周辺だけでなく、つくば

市全体の活力が生み出される

まちづくり 

方針２ つくばにしかない街並みや体験を

提供するまちづくり 

方針３ まちづくりの課題を科学技術で解

決する世界のモデルとなるまち

づくり 

方針４ イノベーションを誘発することで新

たなビジネスが生まれるまちづく

り 

※パブリックコメントによるものではありませんが、市議会からの提言を踏まえ、語句を修

正しました。 

○ 第３章 （１） 方針１ まちの特徴・資源をいかした視点 について 

修正前 修正後 

また、市内最大の交通結節点であるつ

くば駅周辺と市内周辺部をより行き来しや

すくすることで、つくばへの来街者や周辺

住民の交流を促進し市域全体の活力を

創出します。 

また、市内最大の交通結節点であるつ

くば駅周辺と市内周辺部をより行き来しや

すくすることで、つくばへの来街者や周辺

住民の交流を促進し市域全体の活力を

創出します。更に、つくば駅周辺と市外・

海外とのアクセス強化を図ることで、その

効果を高めていきます。 

※パブリックコメントによるものではありませんが、市議会からの提言を踏まえ、語句を修

正しました。 

○ 第３章 （１） 方針１ 重点戦略 1-1 について 

修正前 修正後 

1-1-4 つくば駅周辺と市内周辺部のアク

セスの強化 

商業施設や文化芸術施設等が集積す

るつくば駅周辺と市内周辺部を結ぶ公共

交通の充実、駐輪場・駐車場の利便性向

上等により、双方向のアクセス向上を図り

ます。 

1-1-4 つくば駅周辺と市外・市内周辺部

のアクセスの強化 

商業施設や文化芸術施設等が集積する

つくば駅周辺と市外や市内周辺部を結ぶ

公共交通の充実、駐輪場・駐車場の利便

性向上等により、双方向のアクセス向上を

図ります。 

※パブリックコメントによるものではありませんが、市議会からの提言を踏まえ、語句を修

正しました。 
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○ 第３章 （１） 方針１ 重点戦略 1-２ について 

修正前 修正後 

1-2-1 つくば駅周辺の都市機能の集積 

都市機能の誘導を促進し、来街者や

市民、民間事業者へまとまったサービスを

持続的・効率的に提供するため、行政機

能や商業・オフィスなどの立地を促進する

都市計画・建築制度や国等の制度の活

用等によるインセンティブの検討を行いま

す。 

1-2-1 つくば駅周辺の都市機能の集積 

都市機能の誘導を促進し、来街者や市

民、民間事業者へまとまったサービスを持

続的・効率的に提供するため、行政機能

や商業・オフィスなどの立地を促進する都

市計画・建築制度や国等の制度の活用

等によるインセンティブの検討を行いま

す。特に、買い物や食事によるにぎわい

は、駅前の魅力を高めるために重要な要

素であることから店舗誘致等の施策の検

討も行います。 

 

○ 第３章 （２） 中心市街地まちづくりの重点エリア及びコアエリアの設定 について 

修正前 修正後 

（２）中心市街地まちづくりの重点エリア （２）中心市街地まちづくりの重点エリア及

びコアエリアの設定 

中心市街地の「将来像」を実現させて

いくために、「まちづくりの基本方針」を踏

まえ、つくば駅周辺におけるまちづくりの

核となる資源であるつくばセンタービルや

つくばセンター広場、中央公園、それらを

結ぶペデストリアンデッキで構成され、歩

きやすく都市機能が集積したつくば駅か

ら概ね 500 メートルの範囲を「重点エリア」

として設定します。また、中心市街地を南

北に貫くペデストリアンデッキである「つく

ば公園通り」をつくばらしい体験に出会

え、中心市街地の回遊を支えるにぎわい

やつながりを生む軸として設定します。 

また、来街者がつくば駅に降り立ち、最

初に視界に入る４つの街区に張り巡らさ

れたペデストリアンデッキを中心とした沿

道空間は、「重点エリア」内の移動と滞留

の拠点となる空間であり、「コアエリア」とし

て設定します。 

中心市街地の「将来像」を早期に実現

させていくために、具体的なまちづくりを

進めるエリアを設定することで戦略的にま

ちづくりを進めます。 

 

○エリア設定の考え方 

・ 投資効率を確保するため、まちづくりの

核となる資源（つくばセンタービルやつ

くばセンター広場、中央公園、それらを

結ぶペデストリアンデッキ）が集積してい

る範囲を考慮し設定します。 

・ 中心市街地を南北に貫くペデストリアン

デッキ「つくば公園通り」の軸をいかしま

す。 

・ 大規模な土地利用転換などまちの状況

に変化が見込まれる範囲を考慮し設定

します。 

○エリア設定 

・ つくば駅から歩行者の回遊が特に期待

される概ね 500 メートルの範囲を「重点

エリア」として設定します。 

・ 来街者がつくば駅に降り立ち、最初に

視界に入る４つの街区に張り巡らされた
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ペデストリアンデッキを中心とした沿道

空間は、「重点エリア」内の移動と滞留

の拠点となる空間であり、「コアエリア」と

して設定します。 

○エリアにおける今後の取組方向性 

・ 「つくば公園通り」沿道は、つくばらしい

体験に出会え、中心市街地の回遊を支

えるにぎわいやつながりを生む軸となる

よう様々な機能誘導を促進します。 

また、「コアエリア」においては、来街者

の移動と滞留の拠点となる空間を形成す

るために、様々な来街者が訪れることがで

きるよう、駅前にふさわしい都市機能が集

積していることが望ましいことから、住宅制

限など積極的な誘導方策を検討していき

ます。 

また、「コアエリア」においては、来街者

の移動と滞留の拠点となる空間を形成す

るために、様々な来街者が訪れることがで

きるよう、駅前にふさわしい都市機能が集

積していることが望ましいことから、生活を

支える重要インフラ等の機能維持や住宅

制限など積極的な誘導方策を検討してい

きます。 

 

○ 第４章の構成 について 

修正前 修正後 

（１）リーディングプロジェクト 

（２）重点エリアとリーディングプロジェクト

の全体像 

（１）リーディングプロジェクトの全体像 

（２）リーディングプロジェクト 

※パブリックコメントによるものではありませんが、章立ての順序及び項目名を修正しまし

た。 

 

○ 第４章 （２） リーディングプロジェクトの統合 について 

修正前 修正後 

プロジェクト３ イノベーション拠点の創出 

プロジェクト７ 産業振興センターを拠点と

したスタートアップ推進 

プロジェクト３ イノベーション拠点の創出 

※パブリックコメントによるものではありませんが、市議会からの提言を踏まえ、語句を修

正しました。 

 

○ 第４章 （２） リーディングプロジェクトの順番 について 

修正前 修正後 

プロジェクト１ つくばセンタービルリニュ

ーアル 

プロジェクト１ つくばセンタービルリニュ

ーアル 
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プロジェクト２ つくばセンター広場リニュ

ーアル 

プロジェクト３ イノベーション拠点の創出 

プロジェクト４ 地域と連携したパブリックス

ペースの活用 

プロジェクト５ 中央公園リニューアル 

プロジェクト６ エリアマネジメント団体設

立による官民連携のまちづくりの推進 

プロジェクト８ つくばの玄関口のおもてな

し機能向上 

プロジェクト９ スマートシティの推進 

プロジェクト２ つくばセンター広場リニュ

ーアル 

プロジェクト３ 中央公園リニューアル 

プロジェクト４ 地域と連携したパブリックス

ペースの活用 

プロジェクト５ 官民連携のエリアマネジメ

ントの推進 

プロジェクト６ つくばの玄関口のおもてな

し機能向上 

プロジェクト７ イノベーション拠点の創出 

プロジェクト８ スマートシティの推進 

※パブリックコメントによるものではありませんが、市議会からの提言を踏まえ、語句を修

正しました。 

 

○ 第４章 （２） プロジェクト７イノベーション拠点の創出 について 

修正前 修正後 

つくば駅周辺の大街区宿舎跡地につ

いては、大規模で駅に近い希少な空間を

いかし、研究学園都市の中心にふさわし

いイノベーションを誘発する都市機能の

誘導に向け、様々な誘導施策を検討しま

す。また、実現に向け土地所有者である

関東財務局と処分手法等について協議

しながら土地利用を実現していきます。 

産業振興センター、つくばセンタービ

ル、つくば駅周辺の大街区宿舎跡地につ

いては、新たな価値を生むイノベーション

の拠点となるよう、研究者や学生だけでな

く、スタートアップと関係のない人も立ち寄

れる場づくりを進めることで、自律的にイノ

ベーションが生まれる仕組みを構築しま

す。特に、つくば駅周辺の大街区宿舎跡

地については、大規模で駅に近い希少な

空間をいかし、住宅だけでない複合的な

都市機能の誘導に向け、様々な誘導施

策を検討します。 

 現状 

○ 市内に立地する国家公務員宿舎跡地

については、国の処分計画に基づき、

段階的な処分が進められており、処分

にあたっては、これまでの優れた住環

境を保全するため、市は、地区計画等

による街並み誘導を行ってきました。 

○ 今後処分が予定されているつくば駅に

近接する吾妻地区の宿舎について

は、地域の活力の向上につながる、住

宅だけではない複合用途について、

民間事業者へのヒアリング調査も含め

 現状 

○ つくば市では市内の各支援機関と連

携しながら創業支援を実施しており、

市内での創業数は年を追うごとに増加

しています。また、先端技術の社会実

装支援を通じ、地域課題の解決を図

っていく取組も年々行われています。

このような取組をさらに強化すること

で、つくば市に集積された豊富なシー

ズからイノベーションがより一層誘発さ

れ、数多くのスタートアップが生み出さ

れる可能性があります。 
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た検討を行っています。 ○ 今後処分が予定されているつくば駅に

近接する吾妻地区の宿舎について

は、地域の活力の向上につながる、住

宅だけではない複合用途について、

民間事業者へのヒアリング調査も含め

た検討を行っています。 

 課題 

○ つくば駅周辺は、つくばエクスプレス

開通や国家公務員宿舎等の廃止、大

規模商業店舗の撤退など環境が変化

しています。 

○ つくば駅周辺は、公共的な土地利用

が多いため、民間事業者による立地が

限られています。 

 課題 

○ つくば駅周辺は、公共的な土地利用

が多いため、スタートアップをはじめ民

間事業者のオフィスやミーティングス

ペースが不足していることからスタとア

ップの市外流出を招いています。 

○ つくば駅周辺は、つくばエクスプレス

開通や国家公務員宿舎等の廃止、大

規模商業店舗の撤退など研究学園都

市建設時に形成された街並みや都市

機能集積等環境が変化しています。 

 実施事項 

○ 駅近接の立地をいかしたつくばの新た

な拠点形成 

研究学園都市の研究成果や人材の集

積をいかした交流の場や新モビリティサー

ビス、住民サービスのデジタル化など最先

端の技術を街区単位で実現できる社会

実装の場となるようなイノベーション拠点

の形成を目指します。 

 実施事項 

○ 駅近接の立地をいかしたつくばの新た

な拠点形成 

研究学園都市の研究成果や人材の集

積をいかした交流の場や新モビリティサー

ビス、住民サービスのデジタル化など最先

端の技術を街区単位で実現できる社会

実装の場となるようなイノベーション拠点

の形成を目指します。先行してリニューア

ルを進めた産業振興センターについて

は、国内外のインキュベーション施設等と

のパートナーシップを強化し、スタートアッ

プ関係者の呼び込みを図るほか、創業ワ

ンストップサポートや起業セミナーの実

施、交流機会の充実を図ります。 

※一部はパブリックコメントによるものではありませんが、市議会からの提言も踏まえ、語

句を修正しました。 

 

○ 第５章 戦略の推進に向けた市の考え について 

修正前 修正後 

○ 市民とのパートナーシップ 

つくば駅周辺は、市民が生活するうえ

で重要な場所であり、市民のまちに対す

○ 市民とのパートナーシップ 

つくば駅周辺は、市民が生活するうえ

で重要な場所であり、市民のまちに対す
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る愛着を持つことができる場所となること

が必要です。そのためには、プロジェクト

の検討段階から住んでいる人や働いてい

る人など市民と行政がパートナーとして協

働することが重要であると考え、プロジェク

トの各フェーズに応じて、アンケートやワ

ークショップ等により多くの市民が主体的

に参画できる機会を設けることを検討しま

す。また、市民参画の手法についても、セ

ミナー・勉強会など様々な手法で市民意

識の醸成に向けて検討していきます。 

る愛着を持つことができる場所となること

が必要です。そのためには、プロジェクト

の検討段階から住んでいる人や働いてい

る人など市民と行政がパートナーとして協

働することが重要であると考え、プロジェク

トの各段階に応じて、アンケートやワーク

ショップ等により多くの市民が主体的に参

画できる機会を設けることを検討します。

また、市民参画の手法についても、セミナ

ー・勉強会など様々な手法で市民意識の

醸成に向けて検討していきます。 

※パブリックコメントによるものではありませんが、語句を修正しました。 


